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対
話
型
Ａ
Ｉ
の
業
務
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル

８月号　拘束時間延長に関する労使協定
９月号　専門業務型裁量労働制の適用に関する同意書
10月号　リスキリングに関する規程
11月号　労働条件通知書（改正対応）
12月号　対話型AIの業務利用に関するルール
１月号　病気特別休暇制度

田
　
村
　
裕
一
郎

弁
護
士

古
　
田
　
裕
　
子

弁
護
士

最
近
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
（
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）
な
ど
の
対
話
型
Ａ

Ｉ
の
利
用
に
注
目
が
集
ま
り
、
業
務
利
用
も
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
は
、
対
話
型
Ａ
Ｉ
の
業
務
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
作
成
に
あ

た
っ
て
の
留
意
点
を
解
説
し
ま
す
。

59

対
話
型
Ａ
Ｉ
と
は

●１
　

対
話
型
Ａ
Ｉ
と
は
、
利
用
者
が
質
問

や
指
示
を
入
力
す
る
と
、
そ
れ
に
対
す

る
回
答
を
生
成
し
て
、
人
と
の
対
話
の

よ
う
な
形
で
応
答
す
る
Ａ
Ｉ
で
す
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
（
入
力
に
対
し
、
画
像
や

テ
キ
ス
ト
を
生
成
す
る
Ａ
Ｉ
）
の
１
つ

の
形
態
で
あ
り
、
有
名
な
も
の
と
し
て

は
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
（
オ
ー
プ
ン
Ａ

Ｉ
）
や
、
Ｂ
ａ
ｒ
ｄ
（
グ
ー
グ
ル
）
等

が
あ
り
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
向
け
の
文
体
で
の
文
章
作

成
や
、
多
言
語
へ
の
翻
訳
、
簡
単
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
等
も
で
き
る
た
め
、

業
務
へ
の
活
用
の
可
能
性
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

他
方
、
対
話
型
Ａ
Ｉ
の
利
用
の
際
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

　

主
な
リ
ス
ク
と
し
て
は
、

①　

ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
（
も

っ
と
も
ら
し
い
虚
偽
の
情
報
を
生
成

す
る
リ
ス
ク
）

②　

個
人
情
報
や
企
業
秘
密
を
漏
洩
す

る
リ
ス
ク

③　

著
作
権
侵
害
の
リ
ス
ク

等
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
対
話
型
Ａ
Ｉ
を
業
務
利

用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
リ

ス
ク
に
配
慮
し
た
ル
ー
ル
を
定
め
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
ル
ー
ル
の
定
め
方
は
さ
ま
ざ

ま
な
形
が
あ
り
、
対
話
型
Ａ
Ｉ
の
進
歩

や
規
制
に
関
す
る
議
論
等
に
応
じ
て
変

更
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

ル
ー
ル
作
成
に

あ
た
っ
て
の
留
意
点

●２⑴　

利
用
で
き
る
対
話
型
Ａ
Ｉ
（
第
１

条
）

　

対
話
型
Ａ
Ｉ
の
な
か
に
は
、
利
用
規

約
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
生
成
物
の
商
用
利
用

を
認
め
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
書
式
例
で
は
、
業
務
利

用
を
認
め
る
対
話
型
Ａ
Ｉ
を
限
定
し
て

列
挙
す
る
形
と
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
対
話
型
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は

新
し
い
も
の
が
次
々
と
開
発
さ
れ
て
い

る
状
況
で
も
あ
る
た
め
、
列
挙
さ
れ
て

い
な
い
対
話
型
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
承
認
制
と
し
て
い
ま
す
。

⑵　

入
力
禁
止
情
報
（
第
２
条
）

　

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報

保
護
委
員
会
が
「
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
関
す
る
注
意
喚
起
等
」
に
お

い
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
個
人
情

報
や
個
人
デ
ー
タ
を
含
む
プ
ロ
ン
プ
ト

（
生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
指
示
等
）
を
入
力
す

る
場
合
に
つ
い
て
、

①　

個
人
情
報
の
利
用
目
的
の
範
囲
内

か
を
確
認
す
る
こ
と

②　

個
人
デ
ー
タ
を
機
械
学
習
に
利
用

し
な
い
こ
と
等
を
十
分
に
確
認
す
る

こ
と
（
本
人
の
同
意
な
く
個
人
デ
ー

タ
を
含
む
プ
ロ
ン
プ
ト
を
入
力
す
る

と
法
違
反
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
）

等
を
注
意
点
と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
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■対話型AIの業務利用に関するルールの例

た
む
ら
　
ゆ
う
い
ち
ろ
う
　
多
湖
・
岩
田
・
田
村
法
律
事
務
所
弁
護
士
。Y

ouT
ube

に

て
「
弁
護
士
田
村
裕
一
郎
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
運
営
。

ふ
る
た
　
ひ
ろ
こ
　
多
湖
・
岩
田
・
田
村
法
律
事
務
所
弁
護
士
。

　

個
人
情
報
以
外
に
も
、
自
社
の
企
業

秘
密
や
、
自
社
が
秘
密
保
持
義
務
を
負

っ
て
い
る
他
社
の
情
報
等
も
、
漏
洩
す

る
と
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

対
話
型
Ａ
Ｉ
は
、
入
力
し
た
情
報

を
、
他
の
質
問
の
回
答
に
利
用
す
る
こ

と
も
多
い
た
め
、本
書
式
例
で
は
、漏
洩

す
る
と
問
題
と
な
る
情
報
に
つ
い
て

は
、
入
力
自
体
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

⑶　

学
習
に
利
用
さ
れ
な
い
設
定
（
第

３
条
）

　

対
話
型
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
な
か
に

は
、
入
力
し
た
情
報
が
Ａ
Ｉ
自
体
の
学

習
に
利
用
さ
れ
な
い
設
定
と
す
る
こ
と

が
可
能
な
も
の
も
あ
り
ま
す
（
た
と
え

ば
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
）。

　

前
述
の
と
お
り
、
本
書
式
例
で
は
、

漏
洩
す
る
と
問
題
と
な
る
情
報
を
対
話

型
Ａ
Ｉ
に
入
力
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
従
業
員
が
違
反
し

た
場
合
に
備
え
て
、
入
力
し
た
情
報
を

学
習
に
利
用
さ
れ
な
い
設
定
と
す
る
こ

と
も
求
め
て
い
ま
す
。

⑷　

著
作
権
侵
害
の
リ
ス
ク（
第
４
条
）

　

対
話
型
Ａ
Ｉ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
情
報
を
大
量
に
機
械
学
習
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
対
話
型
Ａ
Ｉ
の
生

成
物
が
、
既
存
著
作
物
に
①
類
似
も
し

く
は
②
依
拠
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
、
当
該
Ａ
Ｉ
生
成
物
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
既
存
著
作
物
の
著
作
権
等
を

侵
害
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
場
合
に
類
似
あ
る
い
は

依
拠
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
か
に
つ

い
て
は
、
文
化
庁
に
お
い
て
今
後
議
論

さ
れ
る
予
定
で
す
。
既
存
著
作
物
の
著

作
権
等
を
侵
害
す
る
可
能
性
の
あ
る
Ａ

Ｉ
生
成
物
を
利
用
す
る
こ
と
に
は
リ
ス

ク
が
あ
る
た
め
、
本
書
式
例
で
は
リ
ス

ク
が
あ
る
場
合
、
相
談
す
る
体
制
と
し

て
い
ま
す
。

⑸　

ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
（
第

５
条
）

　

対
話
型
Ａ
Ｉ
の
回
答
に
は
、
虚
偽
の

内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
常
に

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
Ａ
Ｉ
生
成
物
を
利
用
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
内
容
に
つ
い
て
検

証
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。�

●▲

対話型AIの業務利用に関するルール

第１条　�従業員は、次に定める対話型AIを、業務に利用することができる。
　　　　⑴　ChatGPT
　　　　⑵　略
　２　�従業員は前項各号以外の対話型AIを業務に利用することを希望する場合、

〇〇部に申請し、承認を得る必要がある。

第２条　�従業員は、対話型AIを業務に利用する場合、次に定める情報をプロンプ
ト（対話型AIへの指示等）に入力してはならない。

　　　　⑴　個人情報
　　　　⑵　�企業秘密（情報取扱規程第○条に定める情報および当社が秘密保持

義務を負う情報）
　　　　⑶　略

第３条　�従業員は、対話型AIを業務に利用する場合において、プロンプトおよび
対話型AIの生成物（以下「AI生成物」という）を学習に利用されない設
定にすることが可能である場合、その設定を選択する必要がある。

第４条　�従業員は、AI生成物と既存著作物の類似性等を検討し、類似等している
可能性がある場合、AI生成物の利用について、〇〇部に相談するものと
する。

第５条　�従業員は、AI生成物を業務に利用するにあたっては、虚偽の内容が含ま
れていないかを慎重に検証する必要がある。

略


